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』メコン河下流流域の

鉱産資源④曳
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錫は本城においては重要な鉱産物であって金属鉱産物の主

たるものでありまた主要輸出鉱産物でもある.その生産に

おいてはタイが購をぬいて大きいが少量ながら産するラオ

スの錫鉱は同国にとって重要な輸出品となっている.本城

で生産される錫錫鉱はすべて輸出されている.

南東アジアの錫鉱化地帯は世界一の大きさをもっ

ていてジャワから北へ西マレｰシア･タイ国半島部

･タイｰビノレマ国境地帯をへてシナ本土の南西部に至る.

マレｰシアは多年にわたり世界第一の錫生産国であり

タイも1965年にボリビアについで世界第三の位置をしめ

以後その地位から動かたい.

沢田秀穂

本域内各国の1968年度の生産高は次のとおりである.

表1南東アジア各国の錫(精鉱中の錫分)生産高1%8年トン

マレ�一�シア�76,270

タ��イ�23,978

�インドネシア��16,866

ラ�オ�ス�1,000(推定)

ビ�ノレ�マ�500(推定)

�その他の非共産圏諸国��64,000

�計�1�約182,000
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ン河下流々域錫産地

この数字からすれば南東アジア各国の全非共産圏諸

国合計に対する割合は64%内タイが約14%をしめるこ

とになる.ビノレマは近年の国内政情からしてかって

の最高生産額をはるかに下廻る生産を示している.

南東アジア錫地帯の枢要部をしめ世界でも主要地域

の一つである雲南の錫地域について少しくのべると雲

南の錫鉱業は1697年に始まり1946年の埋蔵量は金属錫

にして150万トンあるとされていた(文献31).稼行対

象は大部分石灰岩中の錫石にとむ鉱脈であるカミその他

十分探鉱されていたいものの多い何百万トンという錫砕

鉱床がある.1946年には政情不安定にもかかわらず世

界第五位の生産国であった.雲南の錫地域はシナの錫

の約85%を生産しそのうち少たからぬ量が精錬の上

鉄道によりベトナムのハイフォン港に運ばれ輸出されて

いた.現在はアジアにおいてマレｰシアについでタイ

と共に錫生産上第二の位置を争っているといわれるが

将来シナカミ通常の貿易状態にもどった暁にはその世

界の錫市場にしめる位置はかたりのものとたろう.

カンボジア

C鮒伽㎜0㎜e山地

1964年カンボジアの南西部をしめるCa工damo皿e山地

の東側の一地域から錫石が発見されつづいて1964-19

66年にはフランスの地質鉱産調査局(BRGM)により強

力な探査茄行なわれその最終報告書は1967年に提出さ

れた(文献2)｡結論的には母岩にも沖積層にも稼行�
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可能の錫石鉱床はたいがこのカンボジア最初の錫鉱化

作用の発見からして将来この他の地質的には望みのあ

る諸地域でもっと欠きた鉱床を発見するに至る猪口と

なるかもしれないということであった.

この錫の鉱兆は北緯11度33分東経104度7分プノ

ンペンの酉g5km一のKoInpongSpeu県のKnongAy

にあり初成鉱床は熱水型のもので微花崩岩(mi｡･｡一

g｡｡nit｡)半花開岩(･p1it･)グラ

表2

イゼン(g｡｡i｡｡n)および石英だと

の網状の鉱脈や岩脈中に産する.

これら鉱脈や岩脈はKnongAy

の花闇岩塊の周縁部を横切りこ

の花嗣岩塊自体はKcho1のさら

に大きなモンソナイトｰ花南岩地

比べれば小規模ではあるが現在のところメコン河下流

流域にあっては他に比べるもののたい最も重要た鉱業

活動をしている点から特に注目に値する.

ラオスにとって錫鉱が外貨獲得源としていかに重要か

は次表の数字からして明らかである.多年にわたり錫

鉱はラオスの主要輸出品で全輸出金額の半ば以上に達

する.

ラオスの錫の生産と輸出

塊の南方延長にあたる.これら1)前半期のみ

2)概略額

鉱脈･岩脈中にはまたこれをと3)暫定額

りまく三畳紀やデボンｰ石炭紀の

堆積岩類を切っているものもありこれら堆積岩類は接

触変成作用により局部的に変質している.この遊入と

鉱化作用との時期は三畳紀よりあとでおそらくジュ

ラ紀初期とされている.

錫石は半花南岩特にグライゼンの脈中に散在し平

均直径0.12-0.5mm一の細粒である.石英脈中には

方鉛鉱閃亜鉛鉱黄銅鉱重晶石螢石などを少量ふ

くむものがある.まれに灰重石(sh｡｡Iit｡)やマンガン

鉄重石(wo1fra加ite)をみることもある.

含錫石脈の露頭より下の方にある傾斜面にはとぎれと

ぎれに錫石の原地砂礫鉱床や沖積鉱床がある.沖積鉱

床の探査されたものは分布面積か小さく錫石の粒度が

きわめて細かく錫石粒の95%は直径0.5皿皿以下62

%はO.12･n㎜以下というわけで稼行にたえたい.原

地砂礫鉱床も初成鉱床も共に稼行対象とはたらずその

一つの理由としてはグライゼンや半花闇岩だとの脈自

体風化をうけることが少なく錫石採取が採算にあわ

ないためである.

以上のべたようにKnongAy鉱床は明らかに稼行に

たえたいがカンボジアではじめて錫をふくむ花開岩が

みつかったこと自体は欠きた意味がありBRGMは同

国の他の花商岩の送入したものをも注意深く調査するよ

うにすすめている.またこの地区に隣接した南東タイ

の地方から最近錫石が発見されているのでカンボジア

の西部において特にこの種の調査カミ望ましい(タイの項

参照).

ボダｰ年.､咋､.1･…l1…l1…い…1����1968�1969

錫精鉱(49-51%Sn)生産高(トン)697≡578一�■�6791■�1,230�1,174�638.71)

同上中の錫分(トン).341�1289�345�6152)�587里〕�3201)

錫精鉱の輸山高(トン)一739�414�495�n.a.�n.a.�n.a.

同上価格(百万キップ).165.7�1里7.2�222.4�377.5�n.a.�n.a.

全輸出価格(百万キップ).213.3�240.2�357.8�881.23)�n.a､�n.a.

全輸出中にしめる銀鉱の価格(%)77�61�62一�43里〕�n.a.�n,a.

�1､飾単:餌のみ4.1957年には材大･コｰヒｰの齢出{､煮娼したため輸出全額にし����

ラオス

ラオスの錫鉱山はタイマレｰシアその他のものに

4)1967年には材木コｰヒｰの輸出も急増したため輸出全額にし

める錫%のが下カミっている

n.a.資料未入手

ラオスの錫生産地域はビエンチャンの東約210k皿

Khammouane県にある.メコン河東岸の県都Kham-

mouane(またThakhekともいう)から国道第13号線

で約50k皿北西に上りNamPatheneの谷口に至り

この谷を鉱山トラック道路約30良mにそい北上してPhon

TiOu鉱山に至る.

錫鉱を産するのはこのNamPatheneの川の谷でこ

の谷とその下流流域の他にはラオスには稼行にたる錫

鉱床の明らかにされたものはない.しかしこのように

ラオスでは錫がこの小さた一ヵ所にしかみられたいと

いうのも全国にわたり地質鉱産の様子がさっぱりわか

っていたいためであるとほぼ確言することができる.

NamPa舳ene産錫地

NamPatheneの谷には現在までに採掘の行なわれた

所が4カ所あり南から上記のPhonTiOu(東経104度

36分･北緯17度54分)さらに同じ鉱山トラック道路を約

8とmさかのぼった所にあるのカミBoneng鉱山(東経!04

度35分･北緯17度57分)あと二つはNongSmと

ThongKhaでBonengの酉7止血の所に互に1km

程へだててある.PhonTiou鉱山とNongSm鉱山

の間は鉱山トラック道路で約10kmである(地図参照).

この谷における錫の採掘は古くから現地人シナ人だと

の手で小規模に行なわれていたが1920年インドシナ鉱

物調査開発会社(Sociるtるa'Etudesetd'Exp1oitations

Miniさ工esde1'Indochine-SEEMI)つづいて極東錫請負

会社(Co皿pagnieFermiさredesEtainsd'Extrεm-e

Orient)が開発にのりだし前杜は1941年までこの地域

の錫生産をにぎっていたという.1931-1937年の間の�
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第2図ラオス国NamPothene錫地区

さらにB･nTbOngk･支出を含むPbonTiOu鉱山の

1939-1941年の精鉱生産額は次のとおりである.

年次､精鉱量(/ン)1錫品位(･)1精鉱中合錫量(/二)

�㌹���

19垂91.141

���㌀

千57･3652

56･4=647

56.4■418

(BanTbongks支出の位置は筆者未だ之を詳かにしないが後述のThong

Khaの誤植かとも思われる)

第二次大戦終結の1945年にはこれらの鉱山は全部閉山

と在り1947年以後数年間にわた1〕一部の復旧作業が行た

われた.文献35に引用されているAmuaireStatistique

duLaosの統計によると1949-!952年の錫生産は次の

如くである(トン).

年

��

��

��

��

次

錫鉱錫分

��

����

���㈮�

㈷��

両社の生産量は次のとおりである(トン)(文献32･33).

1953年のラオス独立達成後1954年からはPhonTh-

iOu鉱山のみがSOci紬FinanceFrancaised'Extre血e

Or玉ent(SOFFO)一派閏注:SEEMIの改称したものか

未詳一の稼行する所と放って今目

年次11…1･…l1…1･…!･…!･…1･…に及んでいる･

会社名____._一_.____一_一一一一一一一…一BoNeng鉱山は近年時々稼行

｢l1

インドシナ鉱物調査開発会社≡4851648≡59&Oヨ61㍗53L059け596.Oされ執筆当時は閉山になってい

極東錫請負会社■一1-174111327a3335,363るがほりつくしたわけではたい.

ThongKhaのものは1941年頃

文献34によれば1941年におけるBoneng鉱山およ現住民の手ばり･粉砕･椀がけによりSn30%程度の

びPhonTiou鉱山の生産量は次のとおりである.精鉱月産1～2トンをみていたか(文献34)この所し

ばらく稼行しておらずわずかにPhonThiouとNong

処理錫鉱量(トン)その錫品位(%)1その錫分(トン)Smとカミ現在採掘している･

さて1967年末に至りNa皿Pathene谷の鉱区の再配

B㎝en9鉱山'〕135a200α17一α254舳分がありその結果二機関が設立された.s0FF0は

PhonTiOu鉱山■196'8100`5098王952谷の中央部PhonThiOu付近の探査･採掘権を依然保

1)N｡㎎sm支出を含む有し北部すたわちBoN･ng-NongSm-Thong

Kha地区は新しくできたSoci6tるdesMinesdeNong

またNongSan支出をふくむBoneng鉱山の1939-

Sm(SMNSノンスン鉱山会社)の管轄下に入った.

1941年の精鉱生産額は次のとおりである.

後杜はまた錫の砂鉱床があるのはわかっているがこ

れまでのところ何ら精査の行なわれてい肢いNamPa一

年次精鉱量(/ン)=精雫聯量錫品位(･)｡･､､e谷南部について探査権力1ある.

1939524262肌｡PhonThiou鉱山は前述の如くフランス資本のSO･

194067936153.5FFOの経営で見込品位Sn0.3房の粗鉱約15,000ト

ユ94168635752･0ン/月をほり見込品位sn60%の精鉱約45トン/月を産

(文献34)する.露天ばりで比重選鉱乾式磁力選鉱を行なう.�
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NongSm鉱山はP･in･eBomOum一の経営で見込

品位Sn0.2%の粗鉱約5,000トン/月をほり見込品位

sn50～55%の精鉱約10トン/月を産する.露天ばりで

比重選鉱湿式磁力選鉱を行たう.N㎝gSun鉱山会

社はまたNongSm地区とBoNeng地区とからの現

地人の手ばり鉱石若干を買鉱･処理している.この鉱

石を選鉱するため小さ恋試験選鉱場が一つBoNengに

おいて現在動いている.

同社は最近フランス政府から技術援助をうけ(文献4)

同社の二鉱区の探査北の鉱区の精細探査および南の鉱

区の予備調査をしてもらった.この調査の結果では

錫石の沖積層中の鉱量が約400トンふえただけであるが

BoNeng鉱山の音の尾鉱(t･i1ing･)中に1,500トンの錫

があることもわかりこの錫を回収する目的で処理法の

研究が目下進行中である.近年における生産は錫精鉱

(約50%Sn)で次のとおりである(トン).

年次

鉱山一､1966

�潮周楯���

�湧卵�〳�

��

1967.1968(終期のみ)

11,115.1■97&61507.6

.11工2■194ぺ131.1

Nam賄洲e亙e鉱石の性質

Na･nPathene地区の主要鉱石は石英や小針状の錫石

だとの鉱嚢をふくむ酸化鉄(紐土)の地表で富化したも

のである.この紅土は錫を平均0.3～1,3%含み後期

石炭紀のMOSCOVianに属する含鉄砂岩･珪岩の上にの

りこれに移化する.これに伴うものとして変質石

灰岩類･含ザクロ石スカノレン岩類それに含角閃石ホノレン

フェノレスなどをふくむ変成岩類がある.この内にはデ

ボン紀のものもあると思われる.この変成作用はMo-

SCOVianの後の黒雲母角閃石花開岩の送入によるもので

所によっては黄鉄鉱毒砂(硫砒鉄鉱)輝安鉱および

閃亜鉛鉱など若干をふくむ小派がありこの中には銀分

トン当たり最高400グラムが含まれている.閃亜鉛鉱

中には含銀勘銅鉱黄銅鉱および磁硫鉄鉱か顕微鏡的に

ふくまれている.

迷入した花開岩の北酉側と北々東側とには微花騎岩の

岩脈カミあって花開岩とその周辺の母岩との両方を横切

っている.これら微花開岩岩脈は錫石少々をふくむ雲

母にとんだグライゼンに似た変質部が斑状にある.こ

れら岩脈の中にはその中に錫石が黄鉄鉱にとりかこ

まれているものを含むものがありその点から初成の

錫硫化物の鉱床が二次変質の水準下にあるのではないか

という考えがもたれこの考えに従ってラオス鉱山局は

目下PhOnThiOuで試錐による調査を行なっている.

また文献34にも次のようにのべられている.

Ph㎝Th三〇u鉱山にて1942年当時探鉱坑道をほり幅

6m前後の酸化帯と硫化帯との転移点と思われる褐鉄鉱

脈含錫分O.3%前後のものに当たりさらにもう一つの

鉱脈は完全に硫化帯中にある幅4～6m一の黄鉄鉱脈で

含錫分O.2%の他閃亜鉛鉱･方鉛鉱をも多少含有する

もののようでその鉱石は浮涛選鉱試験中であった.

Na㎜Pathene谷の確定鉱量は錫分1万トンを若干こ

えるものとされ(現在の生産額で約25年分)推定鉱量

錫分3～5万トンである.この程度の埋蔵量ではまず

格段の増産は望めたいがメコン河下流流域内の錫鉱床

としては相当高く評価されている.また一般に選鉱実

収率は高く恋いので選鉱方法につきさらに研究の要が

あるという.

今日までのところ採鉱は上述の如くほとんどすべて地

表の鉱床に限られそのよって来るもとの初成鉱床につ

いては現在は知られる所が少ない.鉱脈採掘あるい

は地表下の探鉱はこれまでたきにひとしく現在PhOn

Thiouで国連開発計画(UnitedNati㎝sDeve1opment

PrOgram-m-e)貸与の試錐機によりSOFFOに対する

請負で政府が探鉱試錐を実施しているのみである.

開坑当初からNam-Patheneの講錫鉱山が直面してい

た主たる難点の一つにその世界市場に遠いことカミあげ

られる.かっては鉱石の一部は道路運搬によりユエ

(Hu6)またはサイゴン(Saigon)に送られそこで船につみ

かえられていたが現在はそのいずれも不可能の状態に

あり鉱石はすべてバンコクヘ送られさらにマレｰシ

アのPenangにつみだされそこで売却される.そのた

め鉱山からKham-m-ouane(タケクに同じ)までトラッ

ク輸送そこからハシケで約300kmメコン河をさかの

ぼりタイ側のNongKai(ラオス主都ビエンチャン

のやや下流対岸にある)で鉄道につみかえてバンコクで

630kmの願離を送りさらにシンガポｰルを迂回して

マレｰ半島西海岸にある島のPenangに送る.ごめ

間の運賃は大きい.これらのコストを低減する一つの

方法はもL生産量がかなり増加すればラオスで輸出

前に精錬することであろう.

Na㎜賄伽e蝸谷周辺地区の錫の兆候

最近Nam-Pathene谷のすぐ西と北の約1,400止血2の

地域の錫の存否についての調査が行たわれた(文献5).

この地域はNan1HinBom･Na㎜Thonその他メコン

河にそそぐ小流の各々を含み既知鉱兆は南はNaInHin

Bomの河口から北はNamC乱Dinhに至る地域にあ

る.この地域内には沖積層中の錫の鉱苑カミ多数確認さ�
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れていて中にはHoueiSangの砂鉱床のように1m3

中に錫石最高9009をふくむものもある.Na㎜Pa-

theneの鉱床と同様のものをさらに発見することを目標

として地質図作成と地化学探査とによる広域調査をこ

のNan1HinBoun-NamCaDinh地区について実施

すべきであるという勧告がだされている.

ここで注意しておきたいのはKa皿m-ouane県のカノレ

スト地形をなす石灰岩類はメコン河を越えてタイの北

東端にのびていることがわかっていることで従ってこ

の石灰岩類の下にある一Nan1Pathene谷で錫の鉱脈

を含む一一地層もまたタイ側に露出している可能性があ

ることである.従って今までは考えられていたかった

がタイの北東部メコン河に近く錫が発見される可

能性カミあるということである(沢田注1現在までに公表

された地質図ではタイ北東端にこの種の石灰岩が露出し

ていることは示されていないで地表は中生代のコラｰ

ト層がおおっているとされている.あるいはDR.Wo一

服MAN白身が現地でこの石灰岩類を確認しているのか

試錐の資料によっているのかもしれたいカ味だ明らかで

たい.この件トノレコで調査中の同博士に問合わせ中).

ラオス北西部(亙｡双aK血｡皿g県)における錫発見の可能性

本域はタイ北部の錫地帯の地質上の延長にあたり広

域地質構造の点よりみれば錫発見の可能性ある地域で

ある.さらにその北東には雲南の蒙自菌蕾などのシ

ナ随一の錫産地があり地層･岩体の広域にわたる走向

はこの方向にある.もっともこの両地方の関連性はま

だ実証されてはいたいが.

HouaKhong県の西部は南西のかた北部タイにの

びている花南岩質および片麻岩質岩類の弧の一部でこ

の弧の西部はビノレマ側におよび｢ArcBimanビノレマ

弧｣という名がフランス占領当時のインドシナ地質調

査所(ServiceGeo1ogiquede1'Indochine)によって採

用されていた.この｢ビルマ弧｣はタイ･ビノレマ国境

地帯･タイ国半島部･酉マレｰシアの地質構造と線状に

連続している.タイ北部から南方に向かいこの構造帯

は広く錫を産するのが特徴で北タイのこの地帯に存す

る他の金属としてはアンチモニｰ･銅･タングステン

および亜鉛がある.

従ってHouaKhong県の西部は｢ビノレマ弧｣の未

調査地域に属し鉱産資源探査上きわめて有望な地帯で

あり特に錫その他の金属の鉱床を目的とする地化学踏査

に好適である.本城はメコン河からの交通が容易であ

るが鉱物探査の点からみれば実際上未だ処女地に属す

る.現在のところHouaKhong県には錫の未確認鉱

兆か一か所あるだけでこれはインドシナ50万分の一地

質図幅中ノレアンブラバン西部図幅にMuongSing西

南西25kmのBanMeoに示されているが再確認の

要がある.

ラオスのその他の錫鉱光地

ラオスには以上のほか錫石の未確認の鉱施地が多数

各地に散在して報ぜられている.その大部分は原地名

で知られあまりはっきり位置がわからず従って図上

に正確にはのっていたい.

その一つは北東ラオスXiengKhouangの北にあり

国道七号線上N･ngP･良とNongK･tの間にある.

も一つの鉱光地で川の堆積物を椀がけの際金と共に

錫石が数粒みつかったものがPh･Hiaの南々西の11km

のPbaDeng南に報ぜられている(文献11).さらに

場所がはっきりしないが錫の産した村としてBanMon

とBanSiouというのがあげられている(文献11).

もう一つあげるとラオス南部のSaravane付近に錫の兆

候地がいくつかあるといわれその一つSaravaneの

東北東45kmのSekong谷のものはインドシナ地質

図幅中ユエ東部図幅上の白雲母花開岩の欠きた露出

部近くに示されている.

1970年8月インドネシアのバンドンで開かれたエカ

フェの地質鉱産関係の会議にラオス政府から提出された

報告に基づき次の情報を追加したい.

NamPathene渓谷の錫が現在の所ラオス唯一の輪

ラオスの錫の生産(1954-69年)

�精鉱量年次!(･)�%�i1麟㍑1年次�精鉱1(t)1�%�精鉱中σ1錫分(t一�

��1����■1�

1954�ユ92�52.9�101.57.�1962���

�■�'��748'i��52138&9{�

1955�356�48.5一一�172.66�1963�650��

19561����■��55･6■361･4一�

�495�48.8�241.56�1964�560■�54.3�304.01

1957�■�583一�49�285.67�ユ965�■�

�!���538■78211230�52.7��

�1675�����13033二�

1958�一������

�i�51�344.25�ユ966��51.2409,771=�

��■�■i330.00�,��一�

ユ959�660�50�1967�■���

������〶���

1960�619�■�50!�309.50�ユ968･…1�1ユ73�

1961�728�■�����

�■�!垂9'�360.75�1262��一44.2518.41･㌦･1･･M�

1､��太佳加らNm口S1㎜絞1⊥憧斉ふ<む�����

精鉱中σ)

錫分(t)

����

556■36140

㌰��

㌰㌳�

512409771〕

456506882〕

���

…1･･…一

1)本年からNongSm鉱山産をふくむ

2)本年から貧鉱をふくむ

3)NongSm鉱山は1966年1月錫精鉱の生産を再開した

4)SEEMI杜のPhontiou鉱山は主水選機からの廃石を処理して1967

年2月からいわゆる貧鉱の生産を開始した

ラオスの錫の生産(1966-69年会社則)

会社名1･…年1��･…年1�1968年�1969年����

SEEMI精鉱量(t)�678.657�1115.161�978.534�972.351����

(%)�50.8�4ユ.2�37.8�姐.2����

NongSm精鉱量(t)�103.199�115.231�194.860�289.816����

�����������伉��

合計(t)�,�781.856�■�ユ230.392�I�1ユ73.394�,�1262,167

平均%�1…�1…�必.2�1�45.6����
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出鉱産物である.稼行しているのはSOci6t6d'Etudes

etd'Exp1oitationsMlinieresde1'工ndochine(SEEM1工)

とSoci6t6d'Econo㎜ieMxtedesMinesdeNongSun

の両社で銀精鉱(錫石)を生産全量マレｰシア及び

シンガポｰルヘ向け輸出される.

タイ

錫は多年にわたりタイの主要輸出品の一つであった.

近年その生産量の増加とタイ国内で輸出する前に地金

に精錬するようになったこととのため錫の重要性が他

の輸出品に比べて増加し!967年には次表に示す如くは

じめて米についで第二の輸出品となっている.

表3タイの主要輸出品(単位:百万バｰツ約20,8バｰツ=ユ米ドル)

年次11…1…1%･i全輸出齢る｡

米

錫

ゴム

とうもろこし

輸出総計1

�㌳�

ユ,ユ66

���

��

･ム…｣

�〰�

ユ,3ユ6

���

��　

���

ユ,8ユ9

��　

�㌵�

･･…:･…■

㌳

ユ3

�

��

タイ国にあっては錫は金属鉱石生産高中断然他を圧

する地位をしめ全金属鉱業生産高の90%以上(1965年

度92.5%)にのぼる.実際上当国産の錫はすべて地

金として輸出される.タイの錫生産は自由世界(非

共産圏諸国)の主要生産国全部か加盟する国際錫理事会

(Intemationa1TinComci1)の定める割当量によって制

限されている.現在では錫公平均73%の精鉱年間3万

トン強程度の生産カミありその大部分は南部から産出す

る(後述のタイの錫含有地域の項参照).

第二次大戦中錫鉱がタイで精錬されたことはあるが

炉が小さくて能率がわるく鉱樺中に錫分カミ多く逃げた.

1943-1947年間の錫塊生産高は次のとおりである(ト

ン).

ユ9型3年

19星4

��

��

��

2,389(トン)

㌮��

���

㌹�

144(文献6)

1948年以後タイでの精錬はみられたくたったが近年

に至り南部のPhuket島(インド洋アンダマン海側)に

タイ溶錬金杜(Thai1andS血elti㎎andRe丘ni㎎Co阯

pany略称THAISARCO)によって錫の精錬所が設け

られた.同精錬所はユ965年操業を開始し現在事実上

タイ産錫鉱石を全部地金に精錬していて年間能力2

万トンを4万トンに拡張中である.これ以前は錫鉱は

すべて精鉱として輸出されていたが現在は上述の如く

実際上鉱石の輸出はたくほとんどナベて地金で輸出さ

れる｡これがユ965-67年にわたって錫の輸出総金額が

かたり上昇するに至った(第3表)原因の一つで沢田

の私見を以ってすればタイ政府か同国産の鉱産物を

なるべく付加価値の高いものとしてから輸出しようと努

力している成果の一つと考えられる.別表4～6に当

国の錫に関する統計若干を示す.

タイ国錫鉱の産状

タイの錫鉱は地表の鉱床および現在まで稼行した深度

まででは少なくとも全部錫石よりたる.さらに深部に

行げば錫の硫化鉱がある可能性は存する.

初成錫石鉱床は熱水作用により変質した避大花嵩岩や

巨晶花南岩半花開岩およびグライゼン(石英一雲母)

脈などの中にみられる.通常鉱化溶液による母岩の

気体作用のための変質の証跡があリ電気石燐灰石

黄玉(トバｰツ)のようだ副成分鉱物が普通に存する.

母岩である花筒岩や巨晶花筒岩中の長石は通常低温型

の微斜長石で普通みられる雲母は白雲母である.所

によっては長石が広範囲にわたってカオリンとたってい

る.黒雲母角閃石その他の鉄･マグネシウム鉱物は

通常みられたい.

錫石以外にも有用鉱物が同一の脈中にみられるのが一

般でことにタングステン鉱は錫鉱と普通共伴し所に

よって銅･鉛･アンチモニｰ･蒼鉛などの硫化鉱物が痕

跡程度みられるものの稼行しうる程濃集しているこ

とはない.最も重要た副成分鉱物のマンガン鉄重石

(wolframite)はタイの錫鉱山のうちこれを副産物と

して生産しているものの多いことは既にタングステンの

項でのべたとおりである.他に稼行にたえることのあ

る鉱物としてはコルンバイトｰタンタライト･チタン

鉄鉱(i1皿enite)･リシア雲母(1epido1ite)および緑柱石

だとカミありそれぞれの項を参照願いたい.花開岩質岩

類が二次的に変質してできたカオリン鉱床のうちには

稼行対象とたるものがある(カオリンの項参照).

錫石鉱床が地表に露出すると浸蝕作用をうけて河谷

中や南タイでは海岸線にそいまた海岸に近い海水中

にも広域にわたって沖積鉱床を生ずるに至っており当

国においてこれまで錫採取の主要対象となってきたのは

これら沖積鉱床である.沢田の私見をもってすれば

近い将来必然的に初成鉱床が稼行の主対象となってくる

と思われるがこれに対する準備として今から花闇岩

類についての広域にわたりかつ詳しい調査･研究を行た

ってゆく必要カミありまた本格的な地下採鉱の行なえる

ようこれに当たるべき鉱山経営者･地下採鉱技術者･

同熟練労働者だとの養成に力をいれてゆく必要があろう.�
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タイの錫含有地域

当国における錫の生産は次表のように大部分南部か

らである.

HatYai地区

奡���慴�睡�

1,607トン

1,034トン

憾ムポｰンからマレｰシア鱗で)

阿部(プラチニップキリカｰンから1

ウタイタニまで)

北部(北緯16度以北)

南東部(チャレダブリ)

鮮度確努全体に対する･

㈹���

㈮��

��

なしO

a)南部タイ(チュムポｰンからマレｰシア国境まで)

上述の如くタイの錫鉱生産はほとんど全部南部からの

もので1968年度には全体の91%に上っている.おも

た生産県は西岸のR泓nong･PhangNga･TaたuaPaお

よびPhuketでこの四県全部でタイ全生産高の約63%

をしめる.

南部の錫地帯を鉱山や既知錫鉱の分布により六つの地

区に分かっことができそれぞれの1968年度の錫精鉱生

産高を示すと次のとおりである(第3図参照).

.Chunユphon-Ranong地区2,864トン

Phuket-PhangNga-TakuaPa地区16,539トン

SuratThani-NaulonSiTha㎜marat地区3,609トン

Trang･PhattaIung地区2,388トン

グE'.

�

8｡

ビ

ル/

震"…q

R田n㎝g一ラｰノン'

1⑳鏡地区

ぺ“

��

注…()は当地在留日本ノ

ｰ般的な発言

㌻紅11∵

担紅

シ㌧!㌣｡畑

ア01δ0200k品､=

錦3図タイ国南部錫地域

当地方の錫鉱業は少なくとも400年はつづいているも

のであって16世紀ポルトガノレ人たちかプケット(Phu-

ket)に貿易の拠点を設けた時すでにいくつかの鉱山が稼

行していた.1906年TongkahHarbourTinDredging

Co･,Ltd･(トンカ港錫凌深株式会社)がプケット島の

ThungKha(Tongkah)港ではじめて錫鉱の凌藻採取

を開始しこれに続いて主としてオｰストラリア人･英

国人･シナ人だと多数のものが凌漢採取を始めた.こ

の方法にはむかたいようた小さなものや近づきにくい

砂鉱床の場合には9rave1pump三ng法で稼行される.

1965年には南部の錫鉱山の登録されたもの586におよ

び多くはごく小規模のものでほとんど全部カミ渡藻(凌

蝶船25隻が操業)または9rave1pum-p三㎎によるもので

あった.

現在稼行中の錫石の大部分および既知埋蔵量の大部分

は広大な沖積(砂)鉱床中にありその鉱床のうちには

沖合の大陸棚の浅い海底にあるものもある.麗に実施

あるいは現在計画中の沖合地域の探査一時に西海岸沖の

一により沖合諸地区の錫の生産量は大きく増加するもの

と期待されている.比較的量は少たいが南部におい

ては初成鉱床地帯に近い山側の残留砂礫層からも生産

がありこれは水力採取とよばれる重力選鉱を利用する

方法を用いる'.また岩石あるいは風化岩石中の錫石の

採掘(鉱脈採掘)も所によりみられる.

b)中西部タイ

この地域は東はシャム湾の亙にある海溝平原および

バンコク北方の中央平原の西限に至り酉はタイ･ビル

マ国境におよぶ山岳地帯で北緯11度と17度の間を占め

南はプラチュァプキリカｰン県北はタク県におよぶ.

全域を通じ錫･タングステンその他の金属鉱物が多

数の地にしられしかも未だかつて組織だった広域地質

図作成作業や鉱産資源の探査の行なわれたことカミなく

従って多数の鉱床が将来発見されるべきこと疑いをいれ

たい.現在水域の錫生産は次の三県からである.

PrachuabKirikhan(1p68年度錫精鉱1,349トンを生産)･

Ratchaburi(同じく690トン)･カンチャナブリ(296ト

ン)他に少量なカミら生産があるのはPhetburi(50トン)

･UthaiThani(31トン)の両県である.

カンチャナブリ県跳1okタングステンｰ錫地区

本地区についてはすでにタングステンの項でふれた.

本県のビノレマ境に近く存し交通･運搬の便はきわめて�
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表4孕fはヨ*青釦;Hl

の錫分生産高(1928年一1970牢)

(雌位:トン)

年次

�㈸

�㈹

�㌰

�㌱

�㌲

�㌳

�㌴

�㌵

�㌶

�㌷

�㌸

�㌹

止

芦!年グ.!･竺..年次

���

���

��㌷��　

�����

�����

�����

�����

��㌴��

��㌸��

ユ6.1641947

�����

�����

�����

�����

�����

����㌀

3,349ユ954

��㌱��

��㌱��

��㌱��

�㌰���

�����

生産年次生

��㌲

���

���

���

���

��〰

���

13,7μ

���

���

��

ユ961

��

��

��

���

���

���

���

��

��

(1-5｣j)

���

���

���

��㌴

15,脳7

���

㈲�㈶

錫精鉱

����

����

㈰�㈳

㈱��

㈱�㌵

㈶�㈱

㌱�〰

㌱��

㌲��

㈸��

���

a-e:｣二記期間中の最高一第5位生産高

資料:1928-1961:Intemationa1TinCounci1Stat五stica1Ye町Bookユ962

1962一⑧1970:ThaiDepa廿m㎝tofMiner白1Reso岨㏄s(タイ鉱産資源帰)

(1969勾玉10月{反則奉蔚)

表5有イ国錫地金(鉱石かウ｡)の生産高1960年一19鱗三

わるくKwaiNoi河の支流の一つにそう峨々たる山番

地帯にあって三ヒ要運搬路からははるかに遠い.こ

こに達するにはKwa1河谷のNamTokまで鉄道そ

れから川によってBanThaKhanonに至りさらに

60k㎜の道をたどってPi1okにつく.

Pilok地区はビルマ国境に近くかっこれに平行した

長さ30良㎜の地帯にあり約八つの小鉱山からなる.

タングステン･錫鉱は雲母や電気石を含む石英脈･

巨晶花陶岩脈中にあり副成分鉱物として灰重石･輝水

鉛鉱･黄銅鉱･黄鉄鉱および緑柱石がみられる､生産

物の大部分はマンガン鉄重石で鉱脈をふくむ風化した

岩石の水力選鉱および川の砂礫の洗鉱によって錫石が

少量えられる.

化者

年次.■^1-I''1

々イ錫溶錬金杜小規模精錬者(国内用向け)

(トン)!(百万バｰツ)一(トン)1(百万パｰソ)

1960一≡一1527.3

1961一'3.0

����

����

����

19655,6王1'493,02.2

������㌵㌮���

19672孔0091L8舳3･0

196824･82711･698･クム7

理鮎曲沁四ri地区(Ratchaburiはラブリと聞える.一

般にいってロｰマ字カナともタイ

音を写すには十分てたい)

県庁のあるラブリの直西約60k㎜ビルマ国境に近く

錫石の小砂鉱床が若干ありいくつかの小規模企業の稼

行する所とたる.

眺e伽h泌肚i地区

!969年11月沢田はラブリの南々東約50kmにある県都

ペブリ(Phetchabur三)からさらに南々酉直距約25k狐

の位置にあるTha三Prasit錫鉱山を当国チュラルンコノレ

ン大学学生諸君と共に訪れる機会をえた.同鉱山は現

在のペブリ河の右農にあり同河の旧河床を稼行するも

のといわれる.面積4,000㎜2の沖積鉱床および残留

砂礫鉱床中の錫石を9rave1pumping法で採取する､

基盤岩は白雲母花開岩およびペグマタイト(巨晶花陶岩)

資料:タイ国鉱産資源局

(1969年10月沢田編)

岩脈によって貫かれるシルノレ紀一石炭紀初期とされる砂

岩･泥岩よりなる.錫精鉱年産120トン労働者70名.

基盤と含錫第四紀層との境の面は平らで現在のペブリ

河に向かって緩く傾斜するもののようである.富鉱部

は基盤の水成岩とこれを貫く花開岩との境付近にみら一

れ錫石は黒･黄その他の色を呈する.美しい黄色の

錫石は宝石とされるものがある.

厚さ1.5～2㎜の沖積層および残留砂礫層はこれを

ブルドｰザｰでかきあつめ又モニタｰとよぶ大砲のよ

うだ形をした一種のホｰス(写真参照)から水を噴射し

てあらいながし基盤表面に幅1㎜深さ1m程に切り

こんだ溝中を泥水としてはこぶ.泥･砂礫と共に錫石

をふくむこの泥水をpa1ongとよばれる高さ15㎜.程に

ある木の樋に渦巻ポンプでくみあげ泥水が樋を流れる

間に礫は鉄線で作ったザルですくってすてる.泥流

の流速は樋の底に横たえた木の棒を入れたり出したり動�
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表6タイ

国錫精鉱輸川寓

ユ960勾三一ユ9684戸

年次

合計輸

出先

ム星テ序∴アllブラジル1デンマｰク1西独11

本1㌫美ニノL;メキシコ1オランダ1ポル缶ル!スペイン1英国1米国

ユ960'

��

��

��

��

��

���

��

��一

/1τ餐1§

���

���

㈱�〰

㈱�㌱

14草923

��

㌲�

肌･!㌧…

��㈸�

������

����㈷

977･2.1.052

��㌧��

25･3=一

工.9.一

一30+

一=18@

9⑧一一

�

��

��

��㌀

��

�㌱

��

㌲

ユ3.835

���

���

���

ユ2.294

��㌀

40-87ユ.ユ02.一

136■2,273一ユ,434

-3,961■一259

2313,937=一1,05皇

一■6,688■一926

-4,053;一1290

■/墓1§

㈰

��

��

��

��

�

④:錫屑及びdrOSS

+:錫一鉛合金

§:タバコとバｰタｰで米国へ輸出の錫精鉱

資料1タイ国鉱産資源局

がしたりして加減し錫石を底に沈澱させる.樋の幅

は約4皿長さ約65m.錫石の約20～30%は失われる

と信ぜられている.かくしてえた鉱石をさらに木の鉢

で椀がけし精鉱は60しg入りのゴムのバケツに入れて

積出しをまっ.

6)北都タイ

北部タイには多数の小さな錫鉱山が稼行しており大

部分ChiengMaiとChiengRaiとの間の山岳地帯に

ある.北タイの錫鉱業は現在の所すべて小企業による

.ものでほとんど機械力を用いない.全生産高は年額

精鉱数百トン程度(!968年には577トン)でその大部

分はチェンマイ･チェンライおよびタクの三県の鉱山か

ら産しその他MaeSariang(MaeLama)タングステ

ン鉱山の副産物として少量の錫石が生産されている(タ

大砲のようだモニタｰ(噴射機)1.5m泣の錫を含む表層の下は基盤

(1969年10月沢田編)

ングステンの項参照).

北部タイにはこの他錫石の産出が多数しられており

鉱山師が川の礫の中にみつけた痕跡程度のものも少なく

ない.1965年以来全域西独地質調査所･タイ鉱産

資源局の合同地質図幅作成作業の対象とたりすでに25

万分の1地質図幅の原稿図は完成近年中に出版のみこ

みである.

a)南東部タイ(チャンダブリ県)

当地域においては錫生産の記録はたいが錫石の稼行

可能の鉱床が存するものとされている.これら鉱床は

県都チャンダブリ市の南東および北にある多数の大きな

花商岩の底盤と関係がある､

旧英国海外地質調査所(現在はInstituteofGeo1ogic･1

Sciencesに含まれる)が1967年実施した調査の結果川

選鉱場の内部鉄線で作ったザルで礫をすくって外にすてる立って

いる男は〒冠水の流速を加減して錫石を沈澱させる�
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の砂礫の椀がけと地化学探査とにより錫石の兆候が広

く存することが明らかになった.最も有望なものはチ

ャンダブリ北西10～20k㎜のKhaoK1aet花商岩避入

体とこれに由来する沖積層とである.次に文献6よ

りの抜牽をしるす.

r錫鉱はそのかなりの量がKhaoK1aetの周縁部をとりまき

またKhaoK1aet･KhaoChakLao間の花商岩地帯に存す

る.錫は沖積層と花商岩の風化した砂礫との中にありKhao

K1aetの西側にそった基底礫を洗ってみるとすべて精鉱は錫

石の品位が高い.花南岩質岩床はこの丘陵の西に連続した

岩床をなしKh1ongTanotの沖積層と西の方では一緒にたる､

従って錫を含んでいるはずの地域は大きなものである.錫石

を含む風化した花商岩からの砂礫があちこちにKhaoK1aet

の東側にもあって広大た沖積層がこの丘陵から発する流れ

にそい広がっている.かくてこの付近にも一つ広大た錫を含

むと考えられる地域がある｣

第二の兆候地はX血a.Sabap送入体でチャンダブ

リ市の南東10～20km一にある.高じく文献6より引用

すると.

r探査の結果からではKhaoSabap周辺地区が穐行に足る錫

を含む地区たりうるとは確言しがたいが錫石の鉱化作用が存

することはわかっているのでこの周辺の沖積層が稼行に足

る量の錫を含むかもしれたいということはいえる｣

チャンダブリ市の北方約25k皿の地点からさらに北へ

のびる大きなKhaoSaoDaoTai迷入体の東西両側に

錫の地化学異常がみられた.この避人体については

もっと細かい探査その他を実施したいことにはこの地

域全体の錫の存否はわからたい.上述の文献6にはそ

のようたことをすすめる勧告がありかかる目的のため

鉱山会社に対し探査権を与えるよう特にすすめている.

以上の他1968年Chachoengsao県phnomSarak

ham一郡の趾ai(川の意)肋g･a･に細粒の錫石が沖積

層中にみつかっている.この砂鉱床は金も若干ふくむ.

この他錫石は南東タイの各所の浜砂中に発見されて

いて特にRayOng付近に著しい.

べトナム

ベトナムにおける錫の生産は過去も現在もすべて北

ベトナムからのものでノ･ノイの⇒ヒ18破mのCaoBang

県NguyenBin郡TinhTuc地方に産する(タングス

テンの項にのべたKhaoSon又はPiαOuac鉱山地方

と同じ.文献34によればPi缶Ouac鉱山はTinhTuc

鉱山南方直距2.5hmにある.)

Tin血父珊6鉱山地方

当地方の錫石･マンガン鉄重石鉱床は古生層の頁岩を

貫くモンゾナイト質花崩岩に伴う脈中にある.鉱脈は

この他黄鉄鉱･磁硫鉄鉱･閃亜鉛鉱･方鉛鉱･輝水鉛

鉱･毒砂(硫砒鉄鉱)･燐灰ウラン鉱若干をふくみ花

商岩およびその周辺のホルンフェノレスの両者を切る.

脈石としては緑色螢石および若干の電気石を所によりふ

くむ.文献33によれば錫鉱床は優白質花商岩と角岩と

の接触帯に存し鉱脈の大なるものは角岩中にあってそ

の厚さ0.1～O.3n･付近の沖積層中にも鉱石は存すると

いう.第二次大戦直前一目100m･3の沖積層を処理

水力法･押流法を用いていた.

文献32によればこの地方産出の鉱石はTasaにおい

て錫塊に精錬して輸出していたという.

文献32･33によると当地方の今次大戦直前の錫生産

額は次の通りである.

年次193119321933193419351936平て

錫生産額(トン)403369.0383.0428.5523.3470.1642.9

1939年には多数の小鉱山があり生産額は錫分584ト

ンであった.

文献34によれば!941年度の生産額はTinhTuc鉱山

採掘量242.1㎜3錫石精鉱422,5トン含錫量312.4トン

(マンガン鉄重石精鉱26.5トン).Pia-Ouac鉱山は

錫･タングステン混合精鉱279.9トンLun･Muoi鉱山が

5!､9トンBeau･Site鉱山混合精鉱122,4トン(錫分は

この約半分)であった.以後生産は減退し遂にフラ

ンスインドシナ戦争中に休止するに至る.その後1955

年作業を再開1958年頃に至ってようやくかなりの生産

を見始めた.

TinhTucには小精錬所があり年間能力は99.75か

ら99.85%の錫地金1,000トン以上というが当地方の精

鉱中の錫分生産額カミこの数字に達したことカミあるかどう

か疑わしい.北ベトナムの錫鉱業についての最近の情

報はほとんどたい.少なくとも1962年までは若干の錫

が日本･ソ連その他に輸出されていた.1963年当地方

の生産額は錫分400～500トン位と推定されている(文献

㌰�

ベトナムのその他の錫鉱兆

痕跡程度の錫石が文献23によればTuyenDuc県の

Da1at統のmeta一電気石片岩中にあるという.しか�
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し正確な産地の位置は不明である.またNinhThuan

県phanRangの北西約12㎞の地点から未確認だがら

錫の産出が報菅られている.これはタングステンの項

にのべたマンガン鉄重石の産出の報告されている地点で

ある.母岩は海津平野の沖積層から突き出ている花庸

岩および石英粗面岩である.平和回復次窮水域におい

てさらに探査すべきものとされている.

LamDong県のYab帥(G三a腕｡)北緯11度21分

東経108度5分の位置に花開岩山の小鉱脈を1930年度

の報告が記している.(沢田注1おそらく先稿鉄合金

金属鉱の項に引用のベトナム鉱山局所蔵の未公刊資料を

さすと思われる)この鉱脈トン当たり錫分5kgを含み

他に水鉛･蒼鉛も注目するに見る量含まれているという.

結論

カンボジア

最近フランスBRGMの手によって完了した20万分の

1地質図幅作成作業に助けられて当国内で錫を探した

らよかろうと今後もっと注目されるようになろう､

第一段階としては酸性火成岩(花崩岩･石英斑岩その

他)の露出する地域をはっきり地質図に示すことで次

の段階として然るべき地域をえらんで積しい探査を

施すべきである.

ラオス

現在Na･nPatheneにおいて地表下の錫の鉱化作用を

しらべるため試錐を実施中である.その他隣接のNa㎜

H1nBoun谷においてさらに地表探査を行なうべきこと

が勧告されている.北酉ラオスのHouaKhong県の

西部は錫鉱その他の金属鉱物を包蔵する可能性カミつよく

この地方について縮尺5万分の1の地質図幅作成作業

どこれらに伴う組織的な河川堆積物の採取･分析作業

を行なう計画を実施の要がある.沢田の知る限りでは

英国海外地質調査所(旧称)はこの事業を国連の費用で

実施すべく既に航空写真の地質的排読を開始していた

がその後のラオスの政況の変化のため現地調査の段

階には至っていたい.

タイ

当国北部にあっては既知錫鉱光地が多数ありさらにも

っと鉱兆の発見されるべきこと疑いをいれたい.沢田

のみる所ではこの地域全域にわたって5万分の1地形図

幅･航空写真その他を用いて広域地質図幅調査を実施･

完了した西独はこれに関する詳細な情報を握っているは

ずである.タイ国南東部は錫鉱光地の知られているも

う一つの地方であってこの地方について精査を行なう

べきことが勧告されている.

ベトナム

花商岩およびこれに似たものの迷入は当国全土にわ

たりきわめて広くみられ錫その他の金属鉱化作用に関

する一般的な地化学探査を実施する要がある.

(筆者は元所員現バンコクECAFE事務局)
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